
事業報告書 

一般社団法人チャレンジサポーターズ 

 

令和６年度 

（令和６年４月 1日～令和７年３月３１日） 

 

１．概要 

 本年度は、以下の点に注力する計画であった。 

（１）引き続き、「ユイマール」の各主体（サポーター、チャレンジャー、

パートナー）としての参加者の発掘に努める。 

（２）具体的なパートナーのためにチャレンジャーが誕生した場合には、サ

ポーターの発掘等、広報を支援する。 

（３）今後の活動拡大のために、取得できそうな助成金等についてリサーチ

し、申請してみること。 

   しかし、実際に主として力を入れられたのは（３）の点であった。 

 

２．具体的な取り組みの経過 

（１）参加者の発掘について 

① 以下のような行動をすることを予定していた。 

ア．パートナーとなってもらえそうな団体を訪ね、当法人の趣旨や「ユ

イマール」について説明し、参加を要請する。 

イ．チャレンジャーとなってもらえそうな人の集うイベント（マラソン

大会等）との繋がりを模索する。主催者に当法人の趣旨や「ユイマ

ール」について説明し、イベント参加者への広報をさせてもらうこ

とをめざす。 

ウ．各自治体のボランティアセンター等、公益的な活動を行う団体・個

人が集うところへ出向き、各種団体・個人と繋がり、パートナー、

チャレンジャーの発掘に努める。 

② 実際に行えたこと 

ア．参加してもらえた個人/団体 

・いぬねこ組（保護犬猫の保護に取り組む団体） 

・特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン 

・特定非営利活動法人シルクドゥひみつきち 

  これらの団体とは、直接会う機会があった後、オンラインで打ち合わ 

せをし、参加してもらえることとなった。ホームページへ掲載済。  



（２）具体的な「チャレンジャー - パートナー」の支援 

① 令和５年度も行われたリレーマラソン参加をチャレンジとする取り組み

の支援 

 今年度も、令和 5年度と同様、チラシの配布等を行い、マラソンを走る

当事者も周囲の人への呼びかけ等を行ったが、集まった寄付額は令和 5年

度の額まで至らなかった。 

② リレーマラソン以外に、最低、もう１件の「チャレンジャー – パート

ナー」の組み合わせの成立をめざす取り組み 

 群馬県神流町で、「トレイルラン」のイベントが毎年行われている。こ

のイベントにおいて、走る人を「チャレンジャー」と位置づけてパート

ナーへの寄付を募る取り組みを行った。神流町のトレイルラン事業担当

部署の方と連携し、「チャレンジャー」募集のチラシを「トレイルラン」

の募集要項配布と共に配布してもらったが、「チャレンジャー – パー

トナー」の組み合わせを誕生させることはできなかった。 

 

（３）助成金についてリサーチ・申請について 

 当団体の仕組みが軌道にのれば、会員収入を得られることとなってい

るが、今のところ、経費を賄えるだけの収入が見込めないため、活動の拡

大のため、今年度は助成金への申請を行った。 

 そもそもどんな助成があるのか等調べたり、助成団体との相談をした

り、申請書類の準備等、努力した。 

1. コープぐんま 「未来つながり助成」申請 

2. 赤い羽根共同募金 今ある活動を「そだてる助成」申請 

3. 日本財団 「公益・福祉募集」申請 

4. 群馬イノベーションアワード 

以上の４助成プログラムに申請し、幸い、赤い羽根共同募金会から 75 万

円の助成を受けられることとなった。 

 

（４）活動の方向性の転換 

 今年度の途中までは、主として当団体を創設した共同代表二人で活動してき

たが、助成金等について諸々の調査をしている中で、自らの専門性を活かして非

営利活動に協力したい人（プロボノ）と専門的な支援を必要とする団体を結ぶ、

認定 NPO 法人サービスグラントという団体に出会い、そこを通じて、マーケテ

ィング等、当団体の共同代表らが持っていなかった専門性を持つプロボノの方

から、今後の活動についてアドバイスを受けることができた。 

 それに基づき、今後は、主としてオンラインでの活動の展開をめざしてゆくこ



ととした。幸い、赤い羽根共同募金からの助成金も、Webサイト構築と啓発経費

が対象とされたので、助成金を有効活用して、活動を展開してゆくよう方向転換

することとした。 

 

（５）収支について 

 今年度は、仮放免の子どもたち絵画作文展主催者を「パートナー」として位置

づけ、寄付を募るためにリレーマラソンに参加するランナーを「チャレンジャー」

と位置づけた取り組みが成功し、寄付をしてくれる「サポーター」を得ることが

できた。「パートナー」は 82,500円の寄付を得ることができた。 

 「パートナー」が当団体の会員になってくれることにより、19,300 円の会費

収入を得ることができた。 

支出については、今年度は、助成金申請のための検討等に多くの時間を割いた

ため、あまり支出も多くなかった。支出したものは、チラシの印刷費、ホームペ

ージ管理費、郵送費、交通費等で、収入が少なかったものの、賄える範囲のもの

であった。 

 

３．組織運営等について 

（１）事務所の移転 

令和 6年 7月 31日の理事会において、当団体の事務所を群馬県館林市

から、群馬県群馬県高崎市下和田町一丁目 6番 11-1号に移転すること

とした（登記は 8月 5日付）。 

（２）理事の変更 

令和 6年 8月 31日の臨時社員総会において、理事であった原綾より辞

任の申出があったのでそれを認め、新たに重永文恵より理事就任の申出

があったので、就任してもらうこととした。 

（３）定款変更 

 令和 6 年 8 月 1 日、当初の定款が簡便なものであったため、内容を充

実させたものに変更した。なお、活動の目的等、非営利型法人であること

については変更はない。 

 

以上 


